
☐

☑

☑

☑

☑

☑

☐

☑

☑

☐

☑

☑

☑

☑

☑

☐

☑

☑

2人

3台 6台

項目 月4時間以上の勉強会の実施

5人

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 多様な人材の採用

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

新規取得資格種類目標
2022年１人当たり平均５種
2024年度までに1人あたり平
均8種

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年度までの社用車の電気
自動車導入は0台

性別・年齢・国籍を問わず働きやすい環境づくりを進め、多
様な人材の活躍が向上したことで目標を達成できた。

項目
発電機等を使用しない電動工具へ
の切り替え

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

従業員への積極的な教育
担い手の育成

現状（2025年） 更新時（3年後）

2024年度までの外国人採用数
4名

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

1時間

前期の指標に対する実績

4時間

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

社用車の電気自動車導入
2022年0台
2024年度までに2台

前期の指標に対する実績

不要なエンジン作動をなくしCo2排出を削減し、省エネに
努め、太陽光など再生可能エネルギーの使用で自給率を
向上させる。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

太陽光など再生可能エネルギーの使用で自給率を向上さ
せる事はできたが、社用車の電気自動車導入より発電機
等を使わない電動工具を導入したため一部目標を達成で
きなかった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 人材の不足により工事現場における人材が必要不可欠で
あり資格取得を与えることが難しかったため目標を達成
できなかった。

2024年度までの1人あたり平
均資格取得数4種

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

環境汚染への配慮に向け建設業者である自社と、行政および地域との間に信頼関係を構築し、社内では
従業員の地球環境の問題への関心と知識を養い、環境に配慮した事業活動に努める。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

不特定人材（男女・年齢・国際問）への労働環境を確保
外国人労働者採用
2021年2名
2024年度までに4名

従業員への積極的な教育
資格取得の機会の提供

経済

環境

事業者名 有限会社　櫻組

建設業を通して雇用の活性化、質の良い人材育成を行いながら「地域貢献・地域発展」を掲げながら、皆が
安心して住み続けられるまちづくりをしていきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

不特定人材（性別・年齢・国際）への労働環境を確
保

不要なエンジン作動をなくしCo2排出を削減し、
省エネに努め、太陽光など再生可能エネルギーの
使用で自給率を向上


